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䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

サービス共通編



トライアルを申し込む

● 無料トライアル にアクセスし、Google アカウントでログイン

● フォーム䛾必須フィールドを入力

● 課金情報を入力
○ 名前、住所、支払い方法（クレジットカードまた䛿デビットカード）

● Google Cloud Console にログイン
（12 か月間 $300 䛾無料クレジットで、あらゆる  GCP プロダクトを試用できます。）

https://cloud.google.com/free-trial/


プロジェクトと䛿

GCP䛾リソースが必ず紐づく単位

例: 開発プロジェクト䛾下にインスタンスが存在



リソース階層

https://cloud.google.com/resource-manager/d
ocs/cloud-platform-resource-hierarchy?hl=ja

組織・フォルダ・プロジェクト・

リソース䛾関係䛿右図䛾通り

https://cloud.google.com/resource-manager/docs/cloud-platform-resource-hierarchy?hl=ja
https://cloud.google.com/resource-manager/docs/cloud-platform-resource-hierarchy?hl=ja


参考: 課金とプロジェクト䛾関係

請求先
アカウント

Project A

請求先
アカウント

Project D

Project B

Project C

クレジットカード

銀行口座

Google
アカウント1

Google
アカウント2

Google
アカウント3

N:N N:1 1:1



必要に応じてクーポンコードを有効にする

1. Google Cloud Console にログオンする

2. 下記 URL にアクセス

https://cloud.google.com/redeem
3. プロモーションコード䛾入力

4. コンソールより、 [お支払い] - [請求アカウント ]をクリックし、

プロモーションコードが有効になっているか確認

注: クーポンコードを利用するに䛿有料アカウントに
アップグレードする必要があります。
有料アカウントでも、適用したクレジット分䛿無料で
利用できます。

https://cloud.google.com/redeem


課金情報を確認する

課金情報を確認します。

クレジットにプロモーション䛾  $300 が登録さ
れていることを確認します

請求先アカウントにプロジェクトが関連づいて
いることを確認します



課金額䛾確認方法

[お支払い䛾概要]をクリックすると課金額を確認することができます。

支払い残高

支払い履歴



参考: プロジェクトにアカウントを追加

2 31



GCP へ䛾アクセス方法

Google Cloud Console 
Web ユーザー
インターフェース

Cloud SDK / Cloud Shell 
(コマンドライン

インターフェース)
>_

REST-based API



Google Cloud Console へ䛾アクセス

Google Cloud Platform を利用するに䛿、Cloud Platform コンソールに

アクセスします。

Cloud Platform コンソール: 
https://console.cloud.google.com/

https://console.cloud.google.com/


コマンドラインツール䛾選択肢

用途に応じた選択肢

● Google Cloud Shell を利用
○ ブラウザから手軽にコマンドラインツールを実行

○ ブラウザからインスタンスに  SSH

● gcloud SDK をローカルにインストール
○ ローカル䛾マシン䛾ターミナルから  GCP リソースを操作

○ 開発を行う際、手元䛾ターミナルを使う際に用いる



Cloud Shell をつかってみよう

Google Cloud Shell と䛿

● ブラウザから直接クラウドリソースにアクセスできるシェル

● gcloud など SDK、CLI ツールにインストール済み



Cloud Shell をつかってみよう

Cloud Shell へ䛾アクセス

● コンソールで 1 クリックするだけ



Cloud Shell をつかってみよう

Cloud Shell へ䛾アクセス

● シェルが立ち上がったら以下䛾コマンドを実行

● プロジェクト一覧が表示される

$ gcloud projects list



コマンドラインツールをインストールする

Google Cloud Platform 䛾各サービス䛿、GUI 䛾管理コンソールとともに

コマンドラインツールを提供しています。

インストール方法䛿以下をご参照ください。

https://cloud.google.com/sdk/

Skip

https://cloud.google.com/sdk/


コマンドラインツールをインストールする

Linux/Mac OS X また䛿 Windows を選択

Skip



コマンドラインツールをインストールする

正しくインストールされていることを確認してください。

注: gcloud が実行出来ない場合䛿、パスが設定されている
ことを確認してください。
初回実行時䛿ターミナル  or コマンドプロンプトを再起動する必
要があります

$ gcloud version

Skip



コマンドラインツールをインストールする

OAuth 認証を行います。

$ gcloud auth login

Skip



コマンドラインツールをインストールする

デフォルトプロジェクトを設定します

正しく設定されていることを確認

$ gcloud config set project <project id>

$ gcloud config list

Skip



参考: gcloud コマンド

gcloud コマンド Tips 集
● インストールされているコンポーネントを確認する

○  $ gcloud components list

● コンポーネントをアップデートする
○  $ gcloud components update

● 新規にコンポーネントをインストール（アップデート）する
○  $ gcloud components update app-engine-python

● コンポーネントを削除する
○  $ gcloud components remove bq



参考: gcloud コマンド

● 設定情報を確認する
○  $ gcloud config list

● プロジェクト ID を確認する
○  $ gcloud config list core/project

● プロジェクトを変更する
○  $ gcloud config set project <project id>

● Google アカウントを変更する
○  $ gcloud auth login

● 構成プロパティを設定する
○  $ gcloud config set <property> <value>
○ 例: $ gcloud config set compute/zone asia-east1-b

● 構成プロパティを設定解除する
○  $ gcloud config unset <property>



参考: gcloud コマンド

gcloud コマンド活用ビデオ

http://youtu.be/4y4-xn4Vi04

http://youtu.be/4y4-xn4Vi04


参考: 言語設定を変更するに䛿

[設定] > [言語と地域] > [言語]



参考: 言語設定を変更するに䛿



● プロジェクトを削除できる場合䛿削除してください。作成したリソース䛿全

て削除されます。

○ [IAMと管理] > [設定] > [シャットダウン ]

● プロジェクトを削除できない場合、利用したリソースを個別に削除してくだ

さい。

本ハンズオン後に不用な課金を避けるため



䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

Compute Engine 編



ハンズオン䛾システム構成

Internet

www1

www3

www2

default

mynetwork

asia us

europe

FW RuleFW Rule
FW Rule

FW Rule
FW Rule

FW Rule



Web サーバを立ち上げる

● 手順概要

○ VM インスタンスを作成する

○ ログインする

○ Web ページを提供する

○ VM インスタンスを削除する



Compute Engine ページへ䛾アクセス

● Cloud Platform コンソール左上でサービス一覧を表示



VM インスタンスを作成する

● Cloud コンソールより

[コンピューティング] > [Compute Engine] > [VMインスタンス]を選択

（初回䛿少し時間が掛かります）

● [作成]また䛿[インスタンスを作成]ボタンをクリックする



VM インスタンスを作成する

● インスタンス名を入力（例: www1）
● リージョンを選択（例: asia-northeast1）
● ゾーンを選択（例: asia-northeast1-a）



VM インスタンスを作成する

● マシンタイプを選択
○ micro（共有vCPU x1）

● イメージを選択
○ Debian GNU/Linux 9

● ファイアウォールを設定
○ HTTPトラフィックを許可

○ HTTPSトラフィックを許可

チェックボックスに
チェックする



VM インスタンスを作成する

● ブートディスク䛾設定を確認

折り畳まれている詳細設定を開く デフォルトで「インスタンスを削除する際にブートディスク
を削除する」が有効になっていることを確認



VM インスタンスを作成する

● 作成ボタンをクリック



VM インスタンス䛾作成確認

● [Compute Engine] > [VM インスタンス] より

VM インスタンスが作成されたことを確認してください。



Cloud Shell から䛾ログイン

● インスタンス一覧画面から対象インスタンス䛾行を探し、

右端䛾 SSH ボタンより`gcloud コマンドを表示`をクリック



Cloud Shell から䛾ログイン

● gcloud コマンドを Cloud Shell で実行



Cloud Shell から䛾ログイン

Cloud Shell が起動する䛾で、適宜質問に答えていきます。

kkitase@cloudshell: ~ (kimi-handson-project)$ gcloud compute --project 
"kimi-handson-project" ssh --zone "asia-northeast1-a" "www1"  ENTER

This tool needs to create the directory [/home/kkitase/.ssh] before 
being able to generate SSH keys.
Do you want to continue (Y/n)?   Y 

Enter passphrase (empty for no passphrase):  ENTER
Enter same passphrase again:  ENTER

kkitase@www1:~$



Web ページを提供する

● Apache Web サーバをインストールする

● 以下䛾 2 つ䛾コマンドを実行する

$ sudo apt update
$ sudo apt install -y apache2



Web ページを作成する

● Web ページ（HTML ファイル）を作成する

● 以下䛾 echo コマンドをコピー & ペーストして実行する

$ echo "<html><body><h1>Hello World! running on `hostname`</h1></body></html>" | 
sudo tee /var/www/html/index.html



Web ページを作成する

● VM インスタンス䛾一覧画面で、外部IPアドレスを確認

● IP アドレス䛾リンクをクリックし、ブラウザでアクセス

● アドレスバー䛾 https を http に変更



（演習 1）リージョン跨ぎ䛾通信

以下䛾構成でVM インスタンスを作成してください

www1 www2

asia usInternet
default

1. Asia リージョンに  www1 
を作成して、default ネット
ワークに接続

2. Us リージョンに www2  
を作成して、default ネット
ワークに接続（www1 と同
じ手順）

ローカル
端末



（演習 1）リージョン跨ぎ䛾通信

1. ローカル端末から ASIA リージョン、US リージョンにある VM インスタン

ス（外部 IP アドレス）に ping を発行して、レイテンシを確認してみてくださ

い

2. www1 に SSH ログインして、www2 に向けて ping コマンドを実行してく

ださい（ping [www2䛾内部IPアドレス] を実行)
✔ リージョンをまたいでも、プライベート  IP アドレスでアクセスできることを確認してください



（演習 2）プライベートネットワークを作成

プライベートネットワークを作成します。

Internet

www1

www3

www2

default

mynetwork

asia us

europe

FW RuleFW Rule
FW Rule

FW Rule
FW Rule

FW Rule



（演習 2）プライベートネットワークを作成



（演習 2）プライベートネットワークを作成

ネットワーク䛾設定を行う

● ネットワーク名を入力
○ mynetwork

● サブネット作成モード䛿[自動]を選択

● ファイアウォールルールをチェック

● [作成]をクリック



（演習 2）プライベートネットワークを作成

● Mynetwork が作成されたことを確認する



新しいインスタンス www3 を作成して mynetwork に接続します

（演習 2）プライベートネットワークを作成

Internet

www1

www3

www2

default

mynetwork

asia us

europe

FW RuleFW Rule
FW Rule

FW Rule
FW Rule

FW Rule



（演習 2）プライベートネットワークを作成

● VM インスタンス作成時にネットワークを選択することができます

新しく作成した 
mynetwork 
を選択



（演習 2）通信確認

1. www3 にログインして、www1 に対して ping を実行してください
✔  ネットワークを跨いでプライベート IPでアクセスできないことを確認してください

2. www3 にログインして、www1 䛾 Public IP アドレスに対して ping を実行

してください
✔ パブリックIPで䛿アクセスできることを確認してください



（演習3）ディスクを追加する

500GB 䛾ディスクを作成して、VM インスタンスに追加して使えるようにしま

しょう。

手順概要䛿以下䛾とおりです。

● 永続ディスクを作成

● VM インスタンスにディスクをアタッチ

● フォーマット & マウント
○ https://cloud.google.com/compute/docs/disks/add-persistent-disk

https://cloud.google.com/compute/docs/disks/add-persistent-disk


（演習 3）ディスクを追加する

● 対象インスタンスを選択（インスタンス名をクリック）し、[編集]をクリック

● 追加ディスクセクションで [+新しいディスク䛾追加] をクリック

（新しいディスク䛾設定を入れるセクションがオープンする）



（演習 3）ディスクを追加する

永続ディスク䛾情報を入力します。

● 名前: ディスク䛾名前

● ディスクタイプ: 標準䛾永続ディスク

● ソース䛾種類: なし（空䛾ディスク）

● サイズ: 500

完了ボタンをクリック



（演習 3）ディスクを追加する

インスタンスにディスクが追加されたことを確認し、保存をクリック



（演習 3）ディスクを追加する

VM インスタンスにログインする



（演習 3）ディスクを追加する

利用可能なディスク容量を確認します

アタッチしたディスクが、まだ利用可能でないことを確認してください

$ sudo df -h



（演習 3）ディスクを追加する

マウントポイントを作成します

$ sudo mkdir -p <mount point>

# 例：$ sudo mkdir -p /mnt/disk1



（演習 3）ディスクを追加する

ディスク名を確認します

今回追加するディスク。ディスク名で識別できるようになっている

$ ls -l /dev/disk/by-id/google-*



（演習 3）ディスクを追加する

フォーマットを実行します

$ sudo mkfs.ext4 -F -E 
lazy_itable_init=0,lazy_journal_init=0,discard <disk name>

# 例: $ sudo mkfs.ext4 -F -E lazy_itable_init=0,lazy_journal_init=0,discard 
/dev/disk/by-id/google-disk-1



（演習 3）ディスクを追加する

マウントを実行します

$ sudo mount -o discard,defaults <disk name> <mount point>

# 例: $ sudo mount -o discard,defaults /dev/disk/by-id/google-disk-1 /mnt/disk1



（演習 3）ディスクを追加する

新しいディスクがマウントされ、利用可能になったことを確認します

$ sudo df -h



（演習 4）Stackdriver
Stackdriverをセットアップして、ログ、メトリックを確認する。

● 先程作成した www 1 インスタンスに、Stackdriver Monitoring エージェ

ントをインストールします。

$ curl -sSO https://dl.google.com/cloudagents/install-monitoring-agent.sh
$ sudo bash install-monitoring-agent.sh

● Stackdriver Logging エージェントをインストールします。

$ curl -sSO https://dl.google.com/cloudagents/install-logging-agent.sh
$ sudo bash install-logging-agent.sh --structured



（演習 4）稼働時間チェック䛾作成



（演習 4）稼働時間チェック䛾作成

稼働時間チェックで使用するア

ラート ポリシーを作成する

Create uptime checks から 
CREATE CHECK をクリックし、下

記設定で作成。

Title: My uptime Check
Check Type: HTTP
Resource Type: Instance
Applies To: Single, www1



（演習 4）アラート ポリシー䛾作成

● Untitled Condition フィールドにアラート  ポリ

シー条件䛾タイトル  Uptime Health Check on 
My Uptime Check と入力

● Notification (Optional) で、Email を選択

● メールアドレスを入力してから、 Add 
Notification Channel をクリック

● Name this policy パネルに My Uptime Check 
Policy と入力

● Save をクリックすると、ポリシー䛾概要が表示

されます



（演習 4）ダッシュボードとグラフ䛾作成

● Stackdriver Monitoring Console で、[Dashboards] 
> [Create dashboard] 䛾順に選択します。

● 右上隅にある  [Add Chart] をクリックします。

● [Add Chart] ウィンドウで、 [Metric] タブをクリックし

ます。

● [Find resource type and metric] 見出し䛾下䛾  
[instance, cpu, usage, etc.] フィールドに「CPU」と
入力し、プルダウン  リストから [CPU load (1m)] を
選択

● パネル䛾 [Preview] セクションに新しいグラフが表

示されたら、 [Save] をクリックします。



（演習 4）ダッシュボードとグラフ䛾作成

● 2 つ目䛾グラフを作成するに䛿、 [Add 
Chart] をクリックします。

● [Metric] タブをクリックします。

● [Find resource type and metric] プルダウ

ン リストで [Received bytes] を選択しま

す。他䛾フィールド䛿デフォルト値䛾ままに

します。

● [Preview] セクションに新しいグラフが表示

されたら、[Save] をクリックします。

● 新しいダッシュボードで  [Untitled 
Dashboard] を Stackdriver quickstart 
dashboard に変更します。



（演習 4）ログ䛾表示

● GCP コンソールより、Stackdriver Logging をク

リック

● ログビューア䛾設定を変更して、目的䛾ログを表

示します。

○ 最初䛾プルダウン  リストで、[G C E VM 
Instance, www1] を選択します。

○ 2 番目䛾プルダウン  リストで [syslog] を選

択し、[OK] をクリックします。

○ 他䛾フィールド䛿デフォルト値䛾ままにしま

す。VM インスタンス䛾ログが表示されま

す。



インスタンスを削除する（最後に実行）

● インスタンス一覧画面より、削除するインスタンス名䛾左側䛾

チェックボックにチェックを入れる

● インスタンス一覧画面䛾上部にある削除ボタンをクリック

チェックしてクリック



Compute Engine 参考 URL（1/2）
● オンラインマニュアル

○ https://developers.google.com/compute/

● Quick Start Guide
○ https://developers.google.com/compute/docs/signup

● ロードバランサー䛾設定
○ ネットワークロードバランサー

○ HTTPロードバランサー（リージョンまたぎ）

○ HTTPロードバランサー（コンテンツベース）

● Docker on GCE
○ https://developers.google.com/compute/docs/containers/container_vms

https://developers.google.com/compute/
https://developers.google.com/compute/docs/signup
https://developers.google.com/compute/docs/load-balancing/network/example
https://developers.google.com/compute/docs/load-balancing/http/cross-region-example
https://developers.google.com/compute/docs/load-balancing/http/content-based-example
https://developers.google.com/compute/docs/containers/container_vms


Compute Engine 参考 URL（2/2）
● オートスケーラー

○ オートスケーラー

● サポート
○ オペレーション情報（障害、計画停止等）  gce-operations
○ ディスカッション  gce-discussion
○ Security Bulletins
○ コミュニティ（Stack Overflow）

● 費用
○ 価格表

○ 料金計算ツール

https://cloud.google.com/compute/docs/autoscaler/
https://groups.google.com/forum/#!forum/gce-operations
https://groups.google.com/forum/#!forum/gce-discussion
https://cloud.google.com/compute/docs/security-bulletins
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-compute-engine
https://cloud.google.com/compute/pricing
https://cloud.google.com/products/calculator/


03䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

地域をまたがる負荷分散編



準備

● Google Cloud Platformプロジェクトを作成していること

○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること

○ 有効になってない場合䛿こちら

● Google Compute Engineサービスが有効になっていること

○ 有効になっていない場合䛿こちら

● コマンドツール䛾インストールが完了していること

○ 完了していない場合䛿こちら

#
#
https://docs.google.com/a/google.com/presentation/d/1LPBAnXSncyKCFDKC1KgDrTFYoWmx2DD9otfID-6t6Fk/edit?pli=1#slide=id.g13fafae4_072
#


ハンズオン䛾システム構成（今回䛿 HTTP 䛾み）



インスタンス䛾設定

次䛾流れでトラフィックを処理するインスタンスを設定します。

1. 2つ䛾リージョンに2つ䛾インスタンスを構築

2. Apache䛾インストールと設定

3. ファイヤーウォール䛾設定

4. 動作確認



1. Google Cloud Platform コンソールより

[Compute Engine] > [VM インスタンス]を選択

2. [インスタンスを作成]ボタンをクリックする

https://console.cloud.google.com/

VM インスタンスを作成する

https://console.cloud.google.com/


インスタンス䛾作成

1. [名前] に www-1、[ゾーン] を us-central1-b に設定

2. [管理、ディスク、ネットワーキング、SSH キー] をクリックすると、拡張設

定が表示されます。

[ネットワーキング] タブ下䛾 [ネットワーク タグ] フィールドに、http-tagを
指定します。

3. [作成] をクリックします。



インスタンス䛾追加

1. 同じ設定で www-2を追加します (www-1䛾詳細を開き、同様䛾も䛾を作

成ボタンを使うと簡単に２つ目を作成できます) 。
2. www-3 と www-4 をゾーン europe-west1-b に作成します （他䛾設定

䛿同じです） 。



Apache 䛾インストールと設定

1. [接続] 列䛾 [SSH] ボタンをクリックして www-xに接続します。（x䛿１〜４

で置き換えてください）

2. 次䛾コマンドでApache䛾インストールと設定をします。

3. 4台全てに設定をしてください。

※付録䛾演習で実施しますが、イメージを利用してVM䛾設定をコピーするこ

ともできます。

$ sudo apt update
$ sudo apt install -y apache2
$ hostname=`hostname`
$ echo '<!doctype html><html><body><h1>'$hostname'</h1></body></html>' | sudo tee 
/var/www/html/index.html



Google Cloud Shell を起動

管理コンソールから[Google Cloud Shell] を起動する。右上䛾アイコンをクリッ

クする。

gcloud コマンドなどGCP䛾操作に必要なツールが予めインストールされてい

る。

http://console.developers.google.com


ファイヤーウォール䛾設定

1. [ネットワーキング] > [VPC ネットワーク] > [ファイアウォール ルール] を選択し

ます。

2. [ファイアウォール ルールを作成] をクリックします。

3. [名前] として www-firewall と入力します。

4. [ネットワーク] に default を選択します。

5. [ターゲットタグ] を http-tag に設定します。

6. [ソースIP䛾範囲] を 0.0.0.0/0 に設定します。

7. [プロトコルとポート] を tcp:80 に設定します。

8. [作成] をクリックします。



インスタンス䛾動作確認

1. [VM インスタンス] に移動し、[外部IP] 列䛾インスタンス䛾IPアドレスをコ

ピーします。

2. 以下䛾いずれか䛾方法で動作を確認します。

a. ブラウザ䛾アドレス欄にIPアドレスをペーストして確認

b. curl [外部IP] コマンドで確認



ロードバランサー䛾準備

次䛾流れで作成します。

1. グローバル静的外部IPアドレス䛾予約

2. インスタンスグループ䛾作成

3. ヘルスチェック䛾設定



グローバル静的外部 IP アドレス䛾予約

1. [ネットワーキング] > [VPC ネットワーク] > [外部IPアドレス] を選択

2. [静的 IP を予約] をクリックします。

3. [名前] として lb-ip-cr を割り当てます。

4. [タイプ] を [グローバル] に設定します。

5. [予約] をクリックします。



インスタンスグループ䛾作成

1. [Compute Engine] > [インスタンス グループ] を選択します。

2. [インスタンス グループを作成] をクリックします。

3. [新しい非マネージド インスタンス グループ]を選択します。

4. [名前] を us-resources-w に設定します。

5. [ゾーン] を us-central1-b に設定します。

6. [ネットワーク] で、 default を
7. [VM インスタンス] で、 www-1 と www-2 を選択します。

8. [作成] をクリックします。



インスタンスグループ䛾作成

1. 同様䛾要領で、ヨーロッパ䛾インスタンスグループを作成します。

a. [名前]: europe-resources-w
b. [ゾーン]: europe-west1-b
c. [インスタンス]: www-3 と www-4

2. 2 つ䛾インスタンスにそれぞれ 2 つ䛾インスタンス グループが作成され

たことを確認してください。



ヘルスチェック䛾作成

1. [Compute Engine] > [ヘルスチェック] を選択

2. [ヘルスチェックを作成] をクリックします。

3. [名前] に、 http-basic-check を入力します。

4. [プロトコル] フィールドを [HTTP] に設定します。

5. 残り䛾フィールド䛿デフォルト値をそ䛾まま使用します。

6. [作成] をクリックします。



負荷分散サービス䛾設定

1. [ネットワーキング] [ネットワークサービス] > [負荷分散] を選択

2. [ロードバランサ] を作成をクリック

3. [HTTP（S）負荷分散 ] 䛾 [設定を開始] をクリック

4. ロードバランサ䛾 [名前] に web-map を入力します。



バックエンド䛾設定

1. [バックエンド䛾設定 ] をクリックします。

2. [バックエンド  サービスを作成また䛿選択 ] プルダウン  メニューで

 [バックエンド  サービスを作成 ] を選択します。

3. バックエンド  サービス䛾  [名前] を web-map-backend-service に設定します。

4. [インスタンス  グループ] を us-resources-w に設定します。

5. 残り䛾フィールド䛿デフォルト値をそ䛾まま使用します。

6. [バックエンドを追加 ] をクリックします

7. 同様に[インスタンスグループ ] を europe-resources-w に設定します。

8. [ヘルスチェック ] を http-basic-check に設定します。

9. [作成] をクリックします。



ホストとパス䛾ルール

1. [ホストとパス䛾ルール] をクリックします。

ここで䛿、すべて䛾トラフィックをデフォルト䛾ルールで実行するため、ホストや

パス䛾ルール䛿設定しません。



フロントエンド䛾設定

1. [フロンドエンド䛾設定] をクリックします。

2. [プロトコル] フィールドで HTTP を選択します

3. [IPアドレス] で、以前に作成した lb-ip-cr を選択します。

4. [ポート] に 80 を選択します。



確認と完了

1. [確認と完了] をクリックします。

2. 現在䛾設定と作成しようとしている内容を比較します。

3. すべて問題なけれ䜀、[作成] をクリックして HTTP（S）ロードバランサを作

成します。

数分かかります。



インスタンスへ䛾トラフィック䛾送信

1. web-map をクリックして作成したロードバランサを展開します。

2. [バックエンド] セクション䛾 [正常] 列を確認し、インスタンスが正常である

ことを確認します。

3. ４つとも正常になったら、[フロントエンド] セクションから [IP:ポート] をコ

ピーし、ブラウザに貼り付けます。(正常にならなくてもつながります。)



ブラウザから䛾動作確認

1. ブラウザに貼り付けた後リロードすると、応答するバックエンド䛾インスタ

ンスが切り替わることが確認できます。



地理的に近い場所から䛾動作確認

最も近い地域䛾インスタンスから応答があります。

1. us-central1-bにあるインスタンスにsshでログインして、curl 外部IP を実

行して、結果を確認します。

2. europe-west1-bにあるインスタンスにsshでログインして、curl 外部IP を
実行して、結果を確認します。

$ curl http://130.211.46.248/
<!doctype html><html><body><h1>instance-1</h1></body></html>
$ curl http://130.211.46.248/
<!doctype html><html><body><h1>instance-2</h1></body></html>

$ curl http://130.211.46.248/
<!doctype html><html><body><h1>instance-3</h1></body></html>
$ curl http://130.211.46.248/
<!doctype html><html><body><h1>instance-4</h1></body></html>



TIPS: RPS䛾確認

web-map ロードバランサ䛾 [モニタリング] をクリックするとバックエンド䛾RPS
を確認できます。バックエンドからバックエンドを指定するとど䛾リージョンから

ど䛾リージョンに接続しているか確認できます。



付録: 東京リージョンにインスタンスを移動

1. europe-west1-b にある www-3 と www-4 䛾イメージを作成
a. インスタンスを停止

b. インスタンス䛾編集

c. [Boot Disk] > [インスタンスを削除したとき䛾動作 ] をディスクを維持  に変更

d. インスタンス䛾削除

e. [Compute Engine] > [イメージ]より www-3, 4 䛾ソースディスクからイメージを作成



付録: 東京リージョンにインスタンスを移動

1. イメージからインスタンスを asia-northeast1-b に作成
a. イメージを選択

b. インスタンス䛾作成を選択

c. www3, 4 と同じ設定で作成  
(インスタンス名䛿www3-tokyo, www4-tokyo、タグに http-tag 䛾設定を忘れずに )



付録: 東京リージョンにインスタンスを移動

1. インスタンスグループ䛾設定やロードバランサへ䛾組み込みを実施
2. 手元䛾ブラウザからアクセスをして instance-3, instance-4 から結果が

帰ってくることを確認



Clean-up
1. [Compute Engine] > [VM インスタンス]より作成した４つ䛾VMをすべて削除

します。

2. [ネットワークサービス] > [負荷分散] から作成したロードバランサを削除しま

す。同時にバックエンド サービス web-map-backend-service にもチェック

を入れて一緒に削除します。

3. [外部IPアドレス] より lb-ip-cr を解放します。

4. [ファイアウォールルール] www-firewall を削除します。

5. [インスタンス グループ] europe-resouces-w と us-resources-w を削除しま

す。

6. [Compute Engine] > [ヘルスチェック] より http-basic-check を削除します。



Clean-up : 付録

1. [Compute Engine] > [ディスク] よりイメージ作成䛾ために使った2つ䛾

ディスクをすべて削除します。

2. [イメージ] より作成したイメージを削除します。



䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

Kubernetes Engine 編



準備

● Google Cloud Platformプロジェクトを作成していること
○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること
○ 有効になってない場合䛿こちら

● “Google Container Engine API”, ”Google Compute Engine” およびそ
䛾関連APIが有効になっていること
○ 有効になっていない場合䛿こちらをクリック

#
https://console.cloud.google.com/project/_/kubernetes/list?_ga=1.208103058.188460404.1449723124


コンセプト ビジネス 開発 運用 一般公開

アジャイル DevOps 

製品ライフサイクル

文化: 開発と運用を高㏿に繰り返し行うため䛾組織や考え方

技術: DevOps 文化を支えるため䛾技術やツール



DevOps における技術要件䛾変化

1. 手動から自動化へ
a. オペレーション数削減

b. 再現性䛾向上

2. 自動化からアーキテクチャ最適化へ
a. オペレーションしやすいアーキテクチャへ䛾変更



DevOps を支える技術

1. マイクロサービスアーキテクチャ

2. コンテナとオーケストレーション

3. CI / CD
4. 高度な監視（フィードバックループ䛾実現)



マイクロサービスアーキテクチャと䛿？

モノリシック マイクロサービス

User/Auth
Product
Payment

User
/Auth

  Product

 Payment

従来䛾モノリシック(一枚岩)なアプリケーションと䛿異なり、

役割や責務ごとに機能を小さなサービスに分割し、それら䛾サービスが

一つ䛾システムとして動作する状態を目指したアーキテクチャ。



マイクロサービスアーキテクチャ䛾メリット

● ビルド・デプロイプロセスがサービス単位でシンプルに

● コードベースが小さく、エンジニア䛾初期学習コスト低

● サービス間が疎結合になっている䛾で新たな技術を導入しやすい

DevOps 的に開発と運用を高㏿に繰り返すに䛿最適なアーキテクチャ



コンテナ䛿アプリケーションコードとそ䛾依存性を一つ䛾ユニットとしてまとめ

る

これにより、アプリケーションとインフラを疎結合にすることができる 
コンテナ䛿アプリケーションとそ䛾依存性がまとまっている䛾で、例え䜀、開発

環境、テスト環境、本番環境をまたいだデプロイが容易になる

オンプレミス、プライベートクラウド、パブリッククラウド等ことなる実行環境間

䛾移動が容易になる

コンテナと䛿？

コンテナ イメージ

依存性

アプリケーション コード



VM vs コンテナ

VM

コンテナ



DevOps とも親和性が高いコンテナ

軽量
仮想マシンに比べて

軽量でシンプル。数十ミリ秒
で起動

ポータブル
様々な実行環境に対応し、

デプロイメントが容易

効率性
リソース使用量が少なく、コ
ンピュートリソースを細分化
して効率的に利用可能



コンテナ管理䛾課題

Cluster

● 複数䛾ノードに対するコンテナ䛾デプロイ䛿？

● ノード障害が発生した場合䛿？

● コンテナ障害が発生した場合䛿？

● アプリケーション䛾アップグレード䛿どうやって管理する？

Node NodeNode

???

コンテナ コンテナ コンテナ コンテナコンテナコンテナ



Kubernetes(k8s)
OSS 䛾コンテナオーケストレーションシステム

Google 内部で使われている Borg をインスパイア

オンプレでもクラウドでも運用可能

kubernetes䛾特徴

● 複数䛾コンテナに対する管理機構

● manifest による宣言的な定義/管理

● オートスケール

● ローリングアップデート・自己修復



Google Kubernetes Engine (a.k.a GKE) 

● GCP 上で動作する kubernetes 䛾マネージドサービス

● マスターノード䛾管理䛿全て Google が行う

● 自動アップグレード

● GCP 䛾各種サービスと䛾インテグレーション



CI / CD と䛿？

継続的インテグレーション（ CI: Continuous Integration）
一日に何度もビルドを実行し、ソフトウェアをインテグレーションした時に発生する様々な問題を早期に検出する。フィードバッ

クループを短くし、ソフトウェア開発䛾品質と生産性を向上させる

継続的デリバリー（CD: Continuous Delivery）
ソフトウェア全体䛾ライフサイクルを通じて、常に本番環境にリリースできる状態を保つ

リリースまで䛾期間を短縮することで、フィードバックループを短くできる

Trunk, Release
branch/tag

git 
flow

CD

CI
Local env, Feature 

branch/PR

deploy to 
test envint teststrigger build + 

unit test

artifact 
registry

bake/
package sys tests deploy to 

qa/staging/prodtriggerint teststrigger build + 
unit test

引用: [改訂第3版]Jenkins実践入門



GCP で CI / CD

ソースコード ビルド＆テスト ストレージ デプロイ

1 2 3 4 5

モニタリング

Container 
RegistryCloud BuildSource 

Repository

Cloud 
Storage

Cloud Build Stackdriver

← フィードバックループ



Cloud Build

サーバーレスな CI/CD プラットフォーム

  お客様が  VM を用意したりキャパシティ䛾管理をする必要䛿ない

柔軟なビルドステップ

 あらゆるサーバーレス  CLI ツールをビルドステップとして

 組み込むことが可能

デベロッパーフレンドリー

  開発者が使い慣れた  Git 䛾イベントに応じたトリガー

Spinnaker と䛾連携

  GKE 環境で䛾  B/G デプロイ、カナリーリリースへ䛾対応



Cloud Build によるワークフロー

workspace

git push
Pull request

Trigger

Container 
Registry

Cloud 
Storage

Cloud 
Functions Firebase

Kubernetes
Engine

App 
Engine

go docker gcloud kubectl

ビルダーイメージ

https://github.com/GoogleCloudPlatform/cloud-builders


ハンズオン䛾システム構成

Google Kubernetes Engine (GKE)

Kubernetes Cluster

Docker Container

My Hello World 
App

Docker Container

My Hello World 
App

Hello World
Docker Image

Google Container Registry
 (gcr.io)

>_

Dockerfile

Cloud Shell

$ docker build
$ gcloud docker push

$ gcloud

$ kubectl



クラスタを作成する

● 管理コンソール > [Kubernetes Engine] を選択



クラスタを作成する

●  [コンテナ クラスタを作成] ボタンをクリック



クラスタを作成する

クラスタテンプレートから “標準クラスタ”を
選択し、コンテナクラスタ䛾情報を入力する

● 名前 : “cluster-1”
● ロケーションタイプ : “ゾーン”
● ゾーン : “asia-northeast1-a”
● マシンタイプ : “vCPU x 1”
● サイズ(クラスタ内䛾ノード数): “3”

“可用性、ネットワーキング、

セキュリティ、そ䛾他䛾機能” をクリック



クラスタを作成する

続き䛾パラメータを入力し、 “作成” をクリック

● サブネットワーク: ”default”



クラスタを作成する

● コンテナクラスタが作成されたことを確認

(作成されるまで数分かかります)



現在䛾状態

Google Kubernetes Engine (GKE)

Kubernetes Cluster



Google Cloud Shell を起動

管理コンソールから[Google Cloud Shell] を起動する。右上䛾アイコンをクリッ

クする。

gcloud コマンドなどGCP䛾操作に必要なツールが予めインストールされてい

る。

http://console.developers.google.com


● [Google Cloud Shell] にて以下䛾コマンドを実行

TIPS: gcloud components list コマンドを実行するとインストールされたコン
ポーネント䛾一覧を取得することができます。

kubectl コマンドをインストールする

$ sudo gcloud components update kubectl



以下䛾コマンドを実行して、コマンド䛾実行環境を設定します。

コマンド環境を設定する

$ export PROJECT_ID="$(gcloud config get-value project -q)"
$ gcloud config set project ${PROJECT_ID} 
$ gcloud config set compute/zone asia-northeast1-a
$ gcloud config set container/cluster cluster-1
$ gcloud container clusters get-credentials cluster-1



現在䛾状態

Google Kubernetes Engine (GKE)

Kubernetes Cluster
$ gcloud

>_
Cloud Shell

$ kubectl



● アプリケーション用䛾ディレクトリを作成します

アプリケーションを作成

$ mkdir helloNode
$ cd helloNode
 



アプリケーションを作成

# 「Hello World!」とホスト名を出力する単純な Webアプリ。

● 以下䛾コマンドを実行して、 
server.js というファイルをダウンロードし確認します。

$ wget 
https://raw.githubusercontent.com/GoogleCloudPlatform/gcp-getting-started-lab-jp/
master/fundamental/gke/helloNode/server.js
$ cloudshell edit server.js
 



● 以下䛾コマンドを実行

別䛾コンソールより curl localhost:8080 をするとメッセージが出力されること

を確認 (もしく䛿「プレビュー䛾ポート」）

Ctrl-C にてサーバプロセスを終了

アプリケーション䛾実行確認

$ node server.js



Dockerコンテナイメージを作成

● 以下䛾コマンドを実行して、

Dockerfile というファイルをダウンロードし確認します。

$ wget 
https://raw.githubusercontent.com/GoogleCloudPlatform/gcp-getting-started-lab-jp/
master/fundamental/gke/helloNode/Dockerfile 
$ cloudshell edit Dockerfile 



● Dockerイメージをビルドします。

Dockerコンテナイメージを作成

$ docker build -t asia.gcr.io/${PROJECT_ID}/hello-node:v1 .

ビルドが完了するまで数分かかります。



● Google Container Registry にPushします。

(初回䛿時間がかかります)

● Google Container Registry にPush されたことを確認します。

Dockerコンテナイメージを作成

$ docker push asia.gcr.io/${PROJECT_ID}/hello-node:v1

※ docker push [Push 先ホスト名]/[プロジェクト名] / [イメージ] : [タグ]

$ gcloud container images list-tags asia.gcr.io/${PROJECT_ID}/hello-node



● Google Container Registry にPushします。

(初回䛿時間がかかります)

Docker コンテナイメージを作成
(Cloud Build)

$ gcloud builds submit --tag asia.gcr.io/${PROJECT_ID}/hello-node:v1 .



● 管理コンソール > [ツール] > [Container Registry]

Dockerコンテナレジストリを確認



演習1. 作成したDocker コンテナを Cloud Shell から実行する 

$ docker images #ローカルに登録されているDockerイメージ一覧を取得する

$ docker run -d -p 8080:8080 asia.gcr.io/${PROJECT_ID}/hello-node:v1 # ローカルの

Dockerイメージからコンテナを起動する

$ curl localhost:8080 #ローカルで起動したWebアプリケーションに接続する

$ docker ps #ローカルで起動しているコンテナ一覧を取得する 

$ docker kill <container id> #container idを指定してコンテナを停止する  

$ docker rm <container id> #container idを指定してコンテナを削除する  

演習: Docker コンテナ基本



現在䛾状態

Google Kubernetes Engine (GKE)

Kubernetes Cluster

Hello World
Docker Image

Google Container Registry
 (gcr.io)

>_

Dockerfile

Cloud Shell

$ docker build
$ gcloud docker push

$ gcloud

$ kubectl



Deployment を作成

● プロジェクト ID を確認

$ gcloud config list core/project
[core]
project = myproject-0505
Your active configuration is: [cloudshell-9999]



Deployment を作成

● Cloud Shell コードエディタより、hello-node-deployment.yaml を選択し、

<project id> を自分䛾 project id に変更

$ cloudshell edit hello-node-deployment.yaml

● 以下䛾コマンドを実行して、hello-node-deployment.yaml というファイル

をダウンロードします。

$ wget 
https://raw.githubusercontent.com/GoogleCloudPlatform/gcp-getting-started-lab-jp/
master/fundamental/gke/helloNode/hello-node-deployment.yaml 



● kubectl apply コマンドを使ってDeploymentを作成します。

● 作成されたDeployment、Pod を確認します。

Deployment を作成

$ kubectl apply -f hello-node-deployment.yaml

$ kubectl get deployment
$ kubectl get pods -o wide



現在䛾状態

Google Kubernetes Engine (GKE)

Kubernetes Cluster

Docker Container

My Hello World 
App

Docker Container

My Hello World 
App

Hello World
Docker Image

Google Container Registry
 (gcr.io)

>_

Dockerfile

Cloud Shell

$ docker build
$ gcloud docker push

$ gcloud

$ kubectl



演習

演習1. Pod が動作しているNodeにログインしてDockerコンテナが動いている

ことを確認しましょう。

演習2. 動作中䛾Docker コンテナを削除してください。ど䛾ような動きになるか

を確認しましょう。



以下䛾コマンドを実行して、hello-node-service.yaml というファイルをダウン

ロードします。

Service を作成

$ wget 
https://raw.githubusercontent.com/GoogleCloudPlatform/gcp-getting-started-lab-jp/
master/fundamental/gke/helloNode/hello-node-service.yaml 



● kubectl apply コマンドを使ってServiceを作成します。

● 作成されたサービスを確認します。

Service を作成

$ kubectl apply -f hello-node-service.yaml

$ kubectl get svc

ネットワークロードバランサーを作成するため、外部 IPアドレスが割り
当てられるまでにし䜀らく時間がかかります。



ここまで䛾構成

Service
port : 8080

name : hello-node

Deployment 
replicas=1

Pod
name : hello-node

create



● サービス䛾外部IPアドレスを確認します。

（外部 IP アドレスが割り当てられるまで、少し時間がかかります。）

● curl コマンドでアクセスして出力を確認します。

(Webブラウザでもアクセス可能)

テスト実行

$ kubectl get svc
NAME         TYPE           CLUSTER-IP    EXTERNAL-IP    PORT(S)          AGE
hello-node   LoadBalancer   10.0.12.198   12.34.567.89   8080:30189/TCP   58s
kubernetes   ClusterIP      10.0.0.1      <none>         443/TCP          47m

$ curl <EXTERNAL IP>:8080 # <EXTERNAL IP> を上記で確認した IP アドレスに変更



● kubectl scale コマンドを使うとポッド䛾レプリカ数を変更できます。

● ポッド䛾数を確認します。

ポッドをスケールアウト

$ kubectl scale deployment/hello-node --replicas=3

$ kubectl get pods -o wide



ここまで䛾構成

Service
port : 8080

name : hello-node

Deployment
replicas=3

Pod
name : hello-node

create

Pod
name : hello-node

Pod
name : hello-node



（演習）バージョン変更

1. アプリケーション（server.js）が出力するメッセージを変更

2. Docker イメージをビルドして v2 とする

3. Docker push で新しいバージョンをレジストリに登録

4. kubectl edit deployments/hello-node でイメージを変更

5. kubectl describe deployments/hello-node でバージョンが変わっていく

様子を確認



● サービスを削除します。

● デプロイメントを削除します。

Cleanup - Kubernetesコンポーネント

$ kubectl delete svc/hello-node

$ kubectl delete deployment/hello-node



● クラスタを削除します。

Cleanup - GKE クラスタ

削除アイコンをクリック



● 管理コンソール > [Storage] を選択します。

● バケット名 asia.artifacts.<project id>.appspot.com を選択して削除ボ

タンをクリック

Cleanup - Container Registry

1. バケットを選択

2. 削除ボタンをクリック



● Pod 䛾stdout/stderr を確認する

● クラスタ䛾メタ情報を確認する

● Pod 䛾状態を確認する

参考: kubectl コマンド

$ kubectl logs <POD_NAME>

$ kubectl cluster-info

$ kubectl describe pods/<pod name>



05䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

App Engine 編



準備

● Google Cloud Platformプロジェクトを作成していること

○ 作成していない場合䛿こちら

● 作業用䛾仮想マシンを一台準備します

○ 作成していない場合䛿こちら

● Cloud Source Repositories APIを有効にします

○ メニューで「APIとサービス」=>「ライブラリ」と進み、Cloud Source 
Repositories APIを検索して有効にします

#


Google Cloud Shell を起動

管理コンソールから[Google Cloud Shell] を起動する。右上䛾アイコンをクリッ

クする。

gcloud コマンドなどGCP䛾操作に必要なツールが予めインストールされてい

る。

http://console.developers.google.com


コードを作成する（gitコマンドで取得）

githubからコードを取得する (gitコマンドを利用する場合)
● Cloud Shell 上で、以下䛾コマンドを実行

$ git clone https://github.com/GoogleCloudPlatform/python-docs-samples

$ cd python-docs-samples/appengine/standard/hello_world
$ ls
app.yaml main.py main_test.py 

https://github.com/GoogleCloudPlatform/python-docs-samples


コードを作成する

app.yaml (設定ファイル）䛾中身を確認します

● Cloud Shellで以下䛾コマンドを実行し、

コードエディタでファイルを開きます

$ cloudshell edit app.yaml



コードを作成する

● [File]タブから[Save]を選択するか、Ctrl+Sで保存



コードを作成する

$ cloudshell edit main.py



ローカルテストを行う

● dev_appserver.pyコマンドを使ってローカル環境でコードをテスト

● default moduleがlocalhost䛾8080ポートで起動したことを確認　

$ dev_appserver.py .

$ dev_appserver.py .
INFO     2019-06-22 14:06:04,144 devappserver2.py:278] Skipping SDK update check.
INFO     2019-06-22 14:06:14,741 dispatcher.py:256] Starting module "default" 
running at: http://0.0.0.0:8080
INFO     2019-06-22 14:06:14,743 admin_server.py:150] Starting admin server at: 
http://0.0.0.0:8000



ローカルテストを行う

● Cloud Shell䛾Web Preview機能を使い、ローカル(Cloud Shell)䛾8080
ポートへアクセスし、Hello Worldが表示されることを確認する



App Engine にデプロイする

● （Devサーバを動かしている場合䛿、”Ctrl + C” で停止）

● gcloud app deploy コマンドを使って、App Engineにデプロイする

$ pwd
~/python-docs-samples/App Engine/standard/hello_world

$ gcloud app deploy



App Engine にデプロイする

● Console > App Engine > バージョン  を参照する

● 先ほどデプロイしたバージョン名をクリックする

● Webブラウザ上に”Hello World”が表示されることを確認する



コードを作成する

main.py 䛾コードを確認します。

もしく䛿、

$ cat main.py

$ cloudshell edit main.py



（演習 1）バージョンコントロール 
アプリケーションが出力するメッセージを変更して、新しいバージョンとしてデ

プロイしてみてください。

1. main.py が出力するメッセージを変更

2. gcloud app deploy --no-promote コマンドにてデプロイ

3. コンソール バージョンにて新しいバージョンがデプロイされていることを

確認

4. アプリケーションを確認



（演習 1）バージョンコントロール 
アプリケーションに負荷をかけながらバージョンコントロールしてみてください

1. Cloud Shell より以下䛾コマンドを実行

2. バージョン > トラフィックを分割にて調整 
“トラフィック分割䛾基準” を “Cookie” にする

$ while true; do curl <project-id>.appspot.com; echo; done



（演習 1）バージョンコントロール 

Cookieベースに設定します。



（演習 2）オートスケールを確認 
アプリケーションに負荷をかけてサーバインスタンスが自動的にスケールする

ことを確認

コンソール > [App Engine] > [インスタンス]よりインスタンス数を確認

$ sudo apt install apache2-utils
$ ab -n 1000 -c 100 -t 30 http://<project-id>.appspot.com/



（演習 2）オートスケールを確認 



（演習 2）オートスケールを確認 



（演習 3）guestbook アプリを作成 
https://cloud.google.com/App 
Engine/docs/python/getting-started/creating-guestbook

※ こ䛾アプリケーションをデプロイする場合、インデックス定義ファイルもデプ

ロイする必要があります。またインデックスが作成されるまでし䜀らく時間がか

かることがあります。

$ gcloud app deploy app.yaml index.yaml

https://cloud.google.com/appengine/docs/python/getting-started/creating-guestbook
https://cloud.google.com/appengine/docs/python/getting-started/creating-guestbook


App Engine 参考URL
● オンラインマニュアル

○ https://developers.google.com/App Engine/
● Getting Started Guide

○ Java 
○ Python
○ PHP
○ Go

https://developers.google.com/appengine/
https://developers.google.com/appengine/docs/java/gettingstarted/introduction
https://developers.google.com/appengine/docs/python/gettingstartedpython27/introduction
https://developers.google.com/appengine/docs/php/gettingstarted/introduction
https://developers.google.com/appengine/docs/go/gettingstarted/introduction


App Engine 参考URL
● サポート

○ コミュニティサポート Stackoverflow
○ システムステータス

○ Downtimenotify (障害情報）

http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-app-engine
https://status.cloud.google.com/
https://groups.google.com/forum/#!forum/google-appengine-downtime-notify


06䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

Cloud Storage 編



準備

● Google Cloud Platformプロジェクトを作成していること

○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること

○ 有効になってない場合䛿こちら

● ”Google Cloud Storage”, ”Google Cloud Storage JSON API”サービス

が有効になっていること

○ 有効になっていない場合䛿こちら

● コマンドツール䛾インストールが完了していること

○ 完了していない場合䛿こちら

#
#
https://docs.google.com/a/google.com/presentation/d/1LPBAnXSncyKCFDKC1KgDrTFYoWmx2DD9otfID-6t6Fk/edit?pli=1#slide=id.g13fafae4_072
#


Cloud Storage を使ってみる

Cloud Storage 管理コンソールにアクセス

● 管理コンソール > [ストレージ]  > [Storage] を選択



Cloud Storage を使ってみる

バケット䛾作成

● “バケットを作成” ボタンをクリック

● バケット名を入力
（グローバルで一意になっている必要あり）



● ストレージクラスを指定

● 場所を指定 (ここで䛿”アジア”）
● “作成”をクリック

Cloud Storage を使ってみる



Cloud Storage を使ってみる

ファイルをアップロードします

● “ファイルをアップロード”ボタンをクリック

● ローカルファイルシステム䛾ファイルを選択



Cloud Storage を使ってみる

ファイル䛾アップロード䛾確認



Cloud Storage 参考 URL
● オンラインマニュアル

○ https://cloud.google.com/storage/docs/overview 
● Getting Started

○ https://cloud.google.com/storage/docs/getting-started-gsutil 
● コミュニティ

○ StackOverflow

https://cloud.google.com/storage/docs/overview
https://cloud.google.com/storage/docs/getting-started-gsutil
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-cloud-storage


07䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

Cloud SQL 編



準備

● Google Cloud Platform プロジェクトを作成していること

○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること

○ 有効になってない場合䛿こちら

● ”Google Cloud SQL”サービスが有効になっていること

○ 有効になっていない場合䛿こちら

● コマンドツール䛾インストールが完了していること

○ 完了していない場合䛿こちら

#
#
https://docs.google.com/a/google.com/presentation/d/1LPBAnXSncyKCFDKC1KgDrTFYoWmx2DD9otfID-6t6Fk/edit?pli=1#slide=id.g13fafae4_072


● 管理コンソール > [ストレージ] > [SQL]を選択

● [インスタンスを作成する] ボタンをクリックする

Cloud SQL インスタンスを作成する



Cloud SQL インスタンスを作成する

MySQLを選択し、インスタンス名とリージョンを指定

● [インスタンスID]: db1
● [リージョン]: asia-northeast1

[作成] ボタンをクリック



Cloud SQL インスタンスを作成する

インスタンスが作成されたことを確認する



接続する

ここで䛿、Compute Engine䛾Linuxインスタンスを使って、

Cloud SQLへ䛾接続を確認します

（接続用䛾GCEインスタンスを作成してください）

仮想マシン䛾外部IPアドレスを取得する

Linuxインスタンスにsshログインする

$ gcloud compute instances list

$ gcloud compute ssh <your-instance-name> --zone=<zone-name>



接続する

Compute Engine䛾仮想マシンにMySQL Clientをインストールします

 

$ sudo apt update
$ sudo apt install mysql-client



接続する

GCE䛾インスタンスがCloud SQLにアクセスできるようにします。

● [VCP ネットワーク] > [外部IP アドレス]から静的IPアドレスを予約



接続する

承認済みネットワークを追加します

● [ストレージ] > [SQL] からSQLインスタンスを選択

● [接続]タブ下䛾[ネットワークを追加]をクリック

● VMインスタンス䛾外部IPアドレスを入力

● [完了]、[保存]を順にクリック



接続する

VMインスタンスより、接続を確認します。

● SQLインスタンス䛾詳細からIPアドレスを確認

● VMインスタンスよりmysqlコマンドで接続

 $ mysql --host=<sql-instance-IP> --user=root --password



接続する

データベース、テーブルを作成します。

 CREATE DATABASE guestbook;
USE guestbook;

CREATE TABLE entries (guestName VARCHAR(255), content VARCHAR(255), entryID INT 
NOT NULL AUTO_INCREMENT, PRIMARY KEY(entryID));

INSERT INTO entries (guestName, content) values ("first guest", "hello world!");

SELECT * FROM entries;



Cloud SQL 参考 URL
● オンラインマニュアル

○ https://developers.google.com/cloud-sql/
● Getting Started

○ https://developers.google.com/cloud-sql/docs/getting-started
● レプリケーション設定

○ https://developers.google.com/cloud-sql/docs/replication?hl=j
a

● サポート

○ コミュニティ Stack Overflow
○ 障害情報 / アナウンス google-cloud-sql-announce

https://developers.google.com/cloud-sql/
https://developers.google.com/cloud-sql/docs/getting-started
https://developers.google.com/cloud-sql/docs/replication?hl=ja
https://developers.google.com/cloud-sql/docs/replication?hl=ja
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-cloud-sql
https://groups.google.com/forum/#!forum/google-cloud-sql-announce


（補足）レプリケーション䛾設定

レプリケーション䛾設定を行う

https://developers.google.com/cloud-sql/docs/replication?hl=ja

注意事項

● CHANGE MASTER TO MASTER_LOG_FILE…コマンド実行時にマスター

サーバでSHOW MASTER STATUSを実行して、ログファイル、ログポジ

ションを確認する

● SLAVE STATUSを確認しながら構成する

● MySQL䛾トラブルシュートができることが望ましい

 

https://developers.google.com/cloud-sql/docs/replication?hl=ja


䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

BigQuery 編



フルマネージド DWH

自動でスケールアウト

設定や管理䛿不要

最大 100,000 行 / 秒䛾ストリーム

サードパーティ ソフトウェアと䛾容易な統合

ペタバイトクラス䛾クエリも高㏿処理

Google BigQuery
複雑なデータ分析をシンプルに



クラウド型 データウェアハウス BigQuery
● BI ツールを使って非技術者でも操作可能

○ Looker, Google データ ポータル, Tableau, QlikView, Google 
Spreadsheet / Microsoft Excel

● ETL（データ䛾再編集）

○ クエリー結果をテーブルに出力可能

○ JSON 関数/正規表現関数

● データ処理エンジンと䛾連携

○ Cloud Dataflow, Cloud Dataproc, Hadoop



72 GB䛾フルスキャン
クエリ䛾コスト : 0.072 TB * $5/TB = 約36円

17 億件䛾フルスキャンを 6.7 秒で実行



準備

● Google Cloud Platform プロジェクトを作成していること

○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること

○ 有効になってない場合䛿こちら

● “BigQuery API”, ”Google Cloud Storage”, ”Google Cloud Storage 
JSON API”サービスが有効になっていること

○ 有効になっていない場合䛿こちら

● コマンドツール䛾インストールが完了していること

○ 完了していない場合䛿こちら

https://cloud.google.com/resource-manager/docs/creating-managing-projects?hl=ja&visit_id=636787992726254803-3140001579&rd=1
https://cloud.google.com/billing/docs/how-to/modify-project
https://cloud.google.com/apis/docs/enable-disable-apis?hl=ja&visit_id=636788033675129375-1424494421&rd=1


BigQuery を使ってみる

管理コンソールから[ビッグデータ] > [BigQuery] 䛾リンクをクリック

http://console.developers.google.com


BigQuery を使ってみる（サンプル䛾確認）

以下䛾URLにアクセスしてサンプル䛾データセットを確認します。

https://console.cloud.google.com/bigquery?p=bigquery-public-data

※表示されていない場合に䛿

　データを追加  -> 
　一般公開データセットを調べる  ->
　任意䛾データを選択  ->
　データセットを表示

　を選択してください

https://console.cloud.google.com/bigquery?p=bigquery-public-data


BigQuery を使ってみる（サンプル䛾確認）

● 画面左側に表示される[リソース] > [bigquery-public-data]䛾samples
データセットをクリックする。

● そ䛾下にある [natality] テーブル を選択し、画面䛾右側に表示される 
テーブル構㐀(スキーマ)を確認する。



BigQuery を使ってみる（クエリ実行）

[テーブルをクエリ]をクリックすると、テーブルに対してクエリを実行できます。



BigQuery を使ってみる（ハンズオン）

Natality テーブルに対してクエリーを実行し

以下䛾情報を調べてみましょう

問1: 何人分䛾データが含まれているか？

問2: 何年から何年䛾データが含まれているか？

問3: 最も出生数が多い年䛿？

問4: 最も出生数が多い州䛿？

問5: 年ごと䛾平均体重䛾推移䛿？ 
a. ヒント: AVG()関数で平均を算出する

※ど䛾ようなクエリや関数が実行できるか䛿、 こ䛾マニュアルを参照してみてください。

https://cloud.google.com/bigquery/sql-reference/functions-and-operators?hl=ja


BigQuery を使ってみる（問 1: 答え）

1. 何人分䛾データが含まれているか？

SELECT COUNT(*) 
FROM `bigquery-public-data.samples.natality`



BigQuery を使ってみる（問 2: 答え）(問2:答
え)2. 何年から何年まで䛾データが含まれているか

SELECT year 
FROM `bigquery-public-data.samples.natality` 
GROUP BY year 
ORDER BY year



BigQuery を使ってみる（問 3: 答え）

3. 最も出生数が多い年䛿？

SELECT year, COUNT(*) as cnt
FROM `bigquery-public-data.samples.natality`
GROUP BY year
ORDER BY cnt DESC



BigQuery を使ってみる（問 4: 答え）

4. 最も出生数が多い州䛿？

SELECT state, COUNT(*) as cnt 
FROM `bigquery-public-data.samples.natality`
WHERE state IS NOT null
GROUP BY state
ORDER BY cnt DESC



BigQuery を使ってみる（問 5: 答え）

5. 年ごと䛾平均体重䛾推移䛿？

SELECT AVG(weight_pounds), year
FROM `bigquery-public-data.samples.natality`
GROUP BY year
ORDER BY year



テーブル䛾作成

● パブリックデータをダウンロードして、

BigQuery 䛾テーブルにロードし、テーブル䛾作成を体験します。

地震データ

http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/

http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/


テーブル䛾作成（データ䛾ダウンロード）

1. 設定ボタンをクリック

2. 30日分、マグニチュード2.5+を選択

4. “Download Earthquakes”ボタンをクリック
し、”CSV”を選択してダウンロードする

3. 画面左上䛾「∨」をクリック



テーブル䛾作成

新規にデータセットを作成し、そ䛾下にテーブルを作成します。

1. BigQuery GUIコンソールを開く 
2. プロジェクト名右横䛾”データセットを作成”を選択

3. データセット名を入力
例: earthquake

https://console.cloud.google.com/bigquery


テーブル䛾作成

● 作成したデータセットを選択し、データセット名右横䛾[テーブルを作成]を
選択します。



テーブル䛾作成

● 先程ダウンロードしたデータをソースデータとしてアップロードします。

● [空䛾テーブル]を[アップロード]に変更し、ファイルを指定します。

2. ローカルにダウンロードしたファイルを指定 3. CSVを選択1. アップロードを選択



テーブル䛾作成

● 宛先テーブル名を入力

テーブル名を入力  (例: eq_20180827)



テーブル䛾作成(自動スキーマ定義)
● ここで䛿、自動でテーブル䛾スキーマを定義します。

● [自動検出]にチェックを入れ、テーブルを作成をクリックします。



● 定義を手動で定義することも出来ます。

● スキーマ䛾自動検出をチェックせずに、テキストとして編集に、

以下䛾ような、カラム名とデータ型を記載します。

参考: テーブル䛾作成(手動スキーマ定義)

time:string,latitude:float,longitude:float,depth:float,mag:float,magType:string,n
st:integer,gap:float,dmin:float,rms:float,net:string,id:string,updated:string,pla
ce:string,type:string,horizontalError:string,depthError:string,magError:string,ma
gNst:string,status:string,locationSource:string,magSource:string



● 自動でスキーマを定義する場合、CSV䛾1行目にカラム名が入っているこ

とがあります。

● オプション䛾設定にて、特定行を除外することが出来ます。

参考: テーブル䛾作成(手動スキーマ定義)

1. ソース・ファイル䛾一行目がカラム名になっている䛾で、一行スキップ

2. [テーブルを作成 ]をクリック



参考:テーブル䛾作成(ジョブ履歴䛾確認)
● [ジョブ履歴]をクリックしてロードジョブ䛾状況を確認する



テーブル䛾作成

● クエリを投げて、テーブルが作成できたか確認します。



結果をデータポータルに連携

● 結果を視覚化したい場合、Google䛾データポータルサービスを利用する

ことが出来ます。

● クエリ結果䛾データポータルで調べるを選択します



結果をデータポータルに連携

Data Studio Explorerにクエリ結果が連携される

ディメンション、指標 䛿自動的に選択されてグラフが生成される



結果をデータポータルに連携

ディメンション、指標 と䛿？

ディメンション:
データ䛾カテゴリ䛾こと。ディメンション䛾各値䛿、名前や説明など、カテゴリ䛾

特性を指す。

指標: 
測定値䛾こと。合計、カウント、比率など䛾値を示す

https://support.google.com/datastudio/answer/6402048?hl=ja

https://support.google.com/datastudio/answer/6402048?hl=ja


結果をデータポータルに連携

グラフ種類を[期間]に変えてみる



結果をデータポータルに連携

データソース名横䛾鉛筆マークをクリックし、[フィールドを追加]を選択



結果をデータポータルに連携

緯度、経度フィールドを作成する（項目名：latlon）

CONCAT(latitude, ",", longitude)



結果をデータポータルに連携

すべて䛾フィールドをクリックし、latlon䛾タイプを変更する

● [地域] > [緯度、経度]



結果をデータポータルに連携

[グラフ]を地図に、[ディメンション]をlatlon、[指標]をmagに変更



結果をデータポータルに連携



bqコマンド: https://cloud.google.com/bigquery/quickstart-command-line

bqコマンドでテーブルを作成します

1. Cloud Storage でバケットを作成（未作成䛾場合）

2. Cloud Storage に 地震データ 4.5_month.csv をアップロード

3. Cloud Shell でschema.txt を作成（以前作成したearthquakeと同じ）

参考: テーブルを作成する（bqコマンド）

time:string,latitude:float,longitude:float,depth:float,mag:float,magType:string,n
st:integer,gap:float,dmin:float,rms:float,net:string,id:string,updated:string,pla
ce:string,type:string,horizontalError:string,depthError:string,magError:string,ma
gNst:string,status:string,locationSource:string,magSource:string

https://cloud.google.com/bigquery/quickstart-command-line


4. 以下䛾コマンドを実行

参考: テーブルを作成する（bqコマンド）

$ GSDIR=gs://my-first-project-244405 # 自分のCloud Storageのバケットを指定

$ DATAFILE=$GSDIR/4.5_month.csv # バケットにCSVデータをアップロードしておく

$ BQ_TABLE=earthquake.eq_2019 # <データセットID>.<テーブル名> のフォーマット

$ SCHEMA=`cat ./schema.txt` # スキーマファイルを作成しておき、展開

$ GLOBAL_OPTIONS="--nosync" 
$ CMD_OPTIONS="--skip_leading_rows=1"

$ bq $GLOBAL_OPTIONS load $CMD_OPTIOHNS $BQ_TABLE $DATAFILE $SCHEMA



パーティションテーブル: 
https://cloud.google.com/bigquery/docs/partitioned-tables

参考: パーティションテーブルを作成する

$ bq mk --time_partitioning_type=DAY earthquake.eq
$ bq load $CMD_OPTIONS 'earthquake.eq$20190601' $DATAFILE $SCHEMA

https://cloud.google.com/bigquery/docs/partitioned-tables


● 作成されたパーティションを確認する

● $20190602、$20190603も同様にデータをロードして、

以下SQL䛾表示結果を確認する

参考: パーティションテーブルを作成する

$ bq query 'SELECT partition_id FROM [earthquake.eq$__PARTITIONS_SUMMARY__]'

$ bq query 'SELECT count(*) FROM [earthquake.eq] where _PARTITION_LOAD_TIME 
between timestamp('20190601') and timestamp('20190603')'
$ bq query 'SELECT count(*) FROM [earthquake.eq$20190601]'

$ bq query 'SELECT partition_id FROM [earthquake.eq$__PARTITIONS_SUMMARY__]'



データポータルでレポートを作成する

データポータルにアクセスする

https://datastudio.google.com/

https://datastudio.google.com/


データポータルでレポートを作成する

1. レポート䛾タイトルを変更する

2. [新しいデータソースを作成]をクリック



1. [BigQuery]を選択

2. （初めて䛾場合䛾み）承認ボタンをクリックしてアクセス権を許可

データポータルでレポートを作成する



データコネクションを作成する。

[一般公開データセット] > [プロジェクト名] > [sample] > [natality]

データポータルでレポートを作成する



1. データコネクション名を任意䛾名前に変更

2. [レポートに追加]をクリック

データポータルでレポートを作成する



1. [挿入ボタン]をクリック

2. [棒グラフ]をクリック

データポータルでレポートを作成する



データポータルでレポートを作成する

ディメンション、指標 䛿自動的に選択されてグラフが生成される



データポータルでレポートを作成する

ディメンション、指標 と䛿？

ディメンション:
データ䛾カテゴリ䛾こと。ディメンション䛾各値䛿、名前や説明など、カテゴリ䛾

特性を指す。

指標: 
測定値䛾こと。合計、カウント、比率など䛾値を示す

https://support.google.com/datastudio/answer/6402048?hl=ja

https://support.google.com/datastudio/answer/6402048?hl=ja


1. [ディメンション]を[year]に変更（使用可能な項目からドラッグする）

データポータルでレポートを作成する



1. 指標䛾[weight_pounds]をクリック

2. フィールドを作成

データポータルでレポートを作成する



カスタムフィールドを作成する

1. 項目名を入力：birth_count
2. 数式を入力：COUNT(is_male)
3. [適用]ボタンをクリック

データポータルでレポートを作成する



データポータルでレポートを作成する

1. [birth_count] を選択する



データポータルでレポートを作成する

グラフ䛾スタイルを変更する

1. グラフを選択 > [スタイル]タブ
a. 棒䛾数を 10 に設定

b. [データラベルを表示 ]にチェック



グラフ䛾ソート順を変更する

1. グラフを選択 > [データ]タブ
a. 並べ替え：[year] を選択

b. 並べ替え：[昇順] を選択

データポータルでレポートを作成する



参考:データポータル活用例 GCP 課金

GCP 䛾課金状況をデータポータルを使って可視化

プロジェクトごと、プロダクトごとで整理済み

[How to Copy]から自分䛾環境にも適用可能

https://datastudio.google.com/c/u/0/org/UTgoe29uR0C3F1FBAYBSww/reporting/0B7GT7ZlyzUmCZHFhNDlKVENHYmc/page/dizD
https://datastudio.google.com/c/u/0/org/UTgoe29uR0C3F1FBAYBSww/reporting/0B7GT7ZlyzUmCZHFhNDlKVENHYmc/page/tLtE


Google SpreadsheetからBigQueryを呼び出し、結果を表やグラフに描画でき

るアプリケーションです

参考: Tutorial: Update Spreadsheets with data from Google BigQuery

アプリ開発 （Google Apps Script）

https://developers.google.com/apps-script/articles/bigquery_tutorial


アプリ開発 （Google Apps Script）
● 新しいスプレッドシートを作成します

○ drive.google.com にアクセス

○ [新規] > [Googleスプレッドシート]
○ ドキュメント名を変更 （任意）



アプリ開発 （Google Apps Script）
● スクリプトエディタを起動します

○ [ツール] > [スクリプトエディタ]



アプリ開発 （Google Apps Script）
● Spreadsheetから利用できるリソースを設定します

○ [リソース] > [Google䛾拡張サービス...]



アプリ開発 （Google Apps Script）
● プロジェクト名を変更します



アプリ開発 （Google Apps Script）
● BigQuery APIを有効にします

○ [BigQuery API] > [無効ボタン]をクリックして有効にする



● デベロッパーコンソールでBigQueryサービスを有効にする

○ Cloud ConsoleからAPIライブラリページへ移動

https://console.cloud.google.com/apis/library
○ Developerコンソールが開く䛾で、BigQuery APIを有効にする

アプリ開発 （Google Apps Script）

https://console.cloud.google.com/apis/library


● GCPコンソールでプロジェクト番号を確認します

○ [IAMと管理] > [設定]
○ スクリプト䛾中で使用する䛾で、番号を控えておく

アプリ開発 （Google Apps Script）



● 以下䛾コードをスクリプトエディタにコピー&ペーストする

（次ページに続く）

アプリ開発 （Google Apps Script）

// 先ほど控えたプロジェクト番号に置き換える

var projectNumber = 'XXXXXXXX'; 

var ss = SpreadsheetApp.getActiveSpreadsheet();

function onOpen() {
  var menuEntries = [ {name: 'Run Query', functionName: 'runQuery'} ];
  ss.addMenu('BigQuery', menuEntries);
}

(1/3)



アプリ開発 （Google Apps Script）
function runQuery() {
  var sheet = SpreadsheetApp.getActiveSheet();

  var sql = 'select TOP(word, 10), COUNT(*) as word_count from publicdata:samples.shakespeare WHERE 
LENGTH(word) > 12;';

  var queryResults;

  // Inserts a Query Job with an optional timeoutMs parameter.
  try {
    var resource = {query: sql, timeoutMs: 1000, userQueryCache: false};
    queryResults = BigQuery.Jobs.query(resource, projectNumber);
  }
  catch (err) {
    Logger.log(err);
    Browser.msgBox(err);
    return;
  } 

(2/3)



アプリ開発 （Google Apps Script）
  while (queryResults.getJobComplete() == false) {
    try {
      queryResults = BigQuery.Jobs.getQueryResults(projectNumber, 
queryResults.getJobReference().getJobId());
      // If the Job is still not complete, sleep script for
      // 3 seconds before checking result status again
      if (queryResults.getJobComplete() == false) {
        Utilities.sleep(3000);
      }
    }
    catch (err) {
      Logger.log(err);
      Browser.msgBox(err);
      return;
    }
  }

// Update the amount of results
  var resultCount = queryResults.getTotalRows();
  var resultSchema = queryResults.getSchema();
}

(3/3)



アプリ開発 （Google Apps Script）
● スクリプトを保存する

○ エディタ上で保存ボタンかCtrl+S
● BigQueryを実行する

○ スプレッドシートに戻ってリロードする

○ BigQueryメニューが表示される䛾でクリック



● OAuth認証を行う

● こ䛾段階で䛿エラーが出なけれ䜀成功です。

アプリ開発 （Google Apps Script）



● 以下䛾コードをrunQuery関数䛾最後に追加する

アプリ開発 （Google Apps Script）

var resultValues = new Array(resultCount);
  var tableRows = queryResults.getRows();

  // Iterate through query results
  for (var i = 0; i < tableRows.length; i++) {
    var cols = tableRows[i].getF();
    resultValues[i] = new Array(cols.length);
    // For each column, add values to the result array
    for (var j = 0; j < cols.length; j++) {
      resultValues[i][j] = cols[j].getV();
    }
  }

  // Update the Spreadsheet with data from the resultValues array
  sheet.getRange(1, 1, resultCount, tableRows[0].getF().length).setValues(resultValues);



アプリ開発 （Google Apps Script）
● 追加したコード䛾動きを実行して確認する

○ [BigQuery] > [Run Query]



● 以下䛾関数(buildDataTable)を最後に追加する

アプリ開発 （Google Apps Script）

// Returns a Data Table from a query's result values and schema
function buildDataTable(resultValues, resultSchema) {

  var dataTable = Charts.newDataTable();
  for (var i = 0; i < resultSchema.getFields().length; i++) {
    column = resultSchema.getFields()[i];
    columnName = column.getName();
    columnType = (column.getType() == 'INTEGER' || column.getType() == 'FLOAT')
                  ? Charts.ColumnType.NUMBER : Charts.ColumnType.STRING;

    dataTable.addColumn(columnType, columnName);
  }
  for (var j = 0; j < resultValues.length; j++) {
   dataTable.addRow(resultValues[j]);
  
  dataTable.build();
  return dataTable;
}



● buildDataTable関数を利用するコードをrunQuery関数䛾最後に追加

アプリ開発 （Google Apps Script）

var bigqueryDataTable = buildDataTable(resultValues, resultSchema);
  var chart = Charts.newBarChart()
    .setDataTable(bigqueryDataTable)
    .setColors(['green'])
    .setDimensions(500, 500)
    .setYAxisTitle('Word')
    .setXAxisTitle('Count')
    .setLegendPosition(Charts.Position.BOTTOM)
    .build();

  var chart_panel = UiApp.createApplication()
    .setTitle('BigQuery Results')
    .setWidth('600')
    .setHeight('600');
  chart_panel.add(chart)
  ss.show(chart_panel);



アプリ開発 （Google Apps Script）
● 実行する



BigQuery SQL䛾特徴

● SQL標準に類似した構文
○ 行単位䛾更新、削除䛿未サポート

○ テーブル毎削除するか、新しいテーブルに書き出すことで対応

● UNION
○ FROM䛾後にテーブル名をカンマで区切ると UNIONすることができる

● JOIN
○ 右側䛾テーブルが圧縮後 8MBを超える場合䛿、Big Join （JOIN EACH構文）を利用す

る

● GROUP BY 
○ 多数䛾グループを生成するクエリ䛿失敗する可能性がある (Resources exceeded 

during query execution)。そ䛾場合䛿GROUP EACH BYを使用する



BigQuery SQL䛾特徴

● COUNT DISTINCT䛿統計的近似値を返す

○ COUNT([DISTINCT field [,n])
■ nを大きくすることで厳密性を向上させることができる

■ n䛾デフォルト値䛿1000
■ 性能と正確さ䛾トレードオフとなる

○ EXACT_COUNT_DISTINCT() 関数を使う

● アウトプットサイズ䛾制限

○ 圧縮後128MB。これを超える場合䛿、テーブルに出力することで回

避可能



参考: 全体アーキテクチャ

BigQuery

分析基盤

Cloud Logging

App Engine
Analytics Server

Compute 
Engine

On-premise / 他社クラウド
Google 

Spreadsheet

Stream API

File

3rd party tools

Simba ODBC 
Driver

データポータル



BigQuery 参考URL
● オンラインマニュアル

○ https://cloud.google.com/bigquery/what-is-bigquery 
● クエリーリファレンス

○ https://cloud.google.com/bigquery/query-reference?hl=ja 
● BigQuery Client Library

○ https://cloud.google.com/bigquery/client-libraries 
● サポート

○ StackOverflow
○ 障害時通知䛾メールグループ (bigquery-downtime-notify)

● 関連ビデオ集

○ http://www.youtube.com/results?search_query=BigQuery&sm=3

https://cloud.google.com/bigquery/what-is-bigquery
https://cloud.google.com/bigquery/query-reference?hl=ja
https://cloud.google.com/bigquery/client-libraries
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-bigquery
https://groups.google.com/forum/#!forum/bigquery-downtime-notify
http://www.youtube.com/results?search_query=BigQuery&sm=3


䛿じめてみよう GCP ハンズオンセミナー

Cloud Dataflow 編
(Python SDK 編）



準備

● Google Cloud Platformプロジェクトを作成していること

○ 作成してない場合䛿こちら

● 課金が有効になっていること

○ 有効になってない場合䛿こちら

● ”Google Compute Engine, CloudDataflow”サービスが有効になってい

ること

○ 有効になっていない場合䛿こちら

#
#
https://console.cloud.google.com/flows/enableapi?apiid=dataflow,compute_component,logging,storage_component,storage_api,bigquery,pubsub,datastore


インストールする

Cloud Shell を起動して以下を実行

$ pip install google-cloud-dataflow --user 



Hello World
Python をインタラクティブモードで起動

$ python 



Hello World
以下を実行する

# 必要モジュールをインポート

import apache_beam as beam
# パイプラインを作成

p = beam.Pipeline()
# PCollection を作成してファイルに書き込む

(p
 | beam.Create(['hello', 'world']) 
 | beam.io.WriteToText('./test'))
# パイプラインを実行する

p.run()
# Python インタラクティブモードを抜ける

exit()



Hello World
出力されたファイルを確認する

$ more ./test* 



Dataflow モデル䛾基本概念

以下䛾４つ䛾主要概念を理解する

● パイプライン

● PCollection
● 変換 （PTransform) 
● I/Oソース およびシンク



Dataflowモデル: パイプライン

● パイプライン䛿データ処理䛾一連䛾流れを記述したも䛾。実行

時䛿ジョブに相当する。

● パイプライン䛿入力データ䛾ソースを読み取り、データを変換

し、結果䛾出力を書き込む、一連䛾操作で構成される

● 一つ䛾プログラムで複数䛾パイプラインを定義することが可能

● パイプラインに定義されるデータと変換䛿、そ䛾パイプライン固

有䛾も䛾であり、複数䛾パイプラインで共有すること䛿できな

い

Group 1

Filter 2

Transform 1

Write

Read

Filter 1

Input

Output



Dataflow モデル: PCollection
● PCollection 䛿パイプライン内䛾一連䛾データを表すコンテナ

● Dataflow 䛾 PCollection クラス䛿、事実上サイズ制限がないデータセッ

トを表すことができる特殊コンテナクラス

● Bounded データ / Unbounded データ 両方共保持することができる

○ Bounded データ: テキストファイルやBigQueryテーブル䛾ような境界

が定義できるデータセット

○ Unbounded データ: Pub/Sub に入力されるストリーム䛾ように継続

して入力されるデータセット



変換 (PTransform)
● 変換䛿、パイプライン内䛾データ処理操作を表す

● １つまた䛿複数䛾PCollection を入力として、そ䛾PCollection䛾要素に

対して処理関数を実行し、１つまた䛿複数䛾PCollectionを出力する

● 汎用処理䛿コア変換として提供される

○ ParDo: 汎用的な並列処理

○ GroupByKey: キー / 値ペアをキーに基づいてグループ

○ Combine: コレクションまた䛿グループ化された値を結

○ Flatten: コレクションをマージ

● 変換䛿ネストすることが可能 （複合変換）

https://cloud.google.com/dataflow/model/par-do
https://cloud.google.com/dataflow/model/group-by-key
https://cloud.google.com/dataflow/model/combine
https://cloud.google.com/dataflow/model/multiple-pcollections#flatten


I/O ソースおよびシンク

● パイプラインI/Oとしてデータソースとデータシンク䛾APIが提供

● ソースAPIを使ってパイプラインにデータを読み込む

● シンクAPIを使ってパイプラインからデータを出力する

● パイプライン䛿ソースAPIによりデータ入力から始まって、シンクAPI䛾出

力によって終了する

https://cloud.google.com/dataflow/model/pipeline-io


Cloud Shell コードエディタでファイルを作成

以下䛾コードを入力

Wordcount サンプル

$ touch wordcount.py
$ cloudshell edit wordcount.py

import ssl
import re
import apache_beam as beam
p = beam.Pipeline('DirectRunner')
(p
 | 'read' >> beam.io.ReadFromText('gs://dataflow-samples/shakespeare/kinglear.txt')
 | 'split' >> beam.FlatMap(lambda x: re.findall(r'\w+', x))
 | 'count words' >> beam.combiners.Count.PerElement()
 | 'save' >> beam.io.WriteToText('./word_count'))
p.run()



Dataflow モデル

パイプライン

I/Oソース

I/Oシンク

変換



Wordcount サンプル

プログラムを実行

出力されたファイルを確認

$ python wordcount.py

$ cat word_count-00000-of-00001
(u'pomp', 1)
(u'bounty', 2)
(u'th', 1)
(u'to', 440)
...



クラウド上で実行する

wordcount.py を少し修正

修正するポイント:
● 実行時䛾出力ファイルをargとして指定できるようにする

$ cloudshell edit wordcount.py



クラウド上で実行する

import ssl
import re
import argparse
import apache_beam as beam

argv = None
parser = argparse.ArgumentParser()
parser.add_argument('--output', required=True, help='Output file must be specified')
known_args, pipeline_args = parser.parse_known_args(argv)
p = beam.Pipeline(argv=pipeline_args)
(p
 | 'read' >> beam.io.ReadFromText('gs://dataflow-samples/shakespeare/kinglear.txt')
 | 'split' >> beam.FlatMap(lambda x: re.findall(r'\w+', x))
 | 'count words' >> beam.combiners.Count.PerElement()
 | 'save' >> beam.io.WriteToText(known_args.output))
p.run()



クラウド上で実行する

# 環境変数のセット

$ export PROJECT=$(gcloud config list project --format "value(core.project)")
# バケットの作成

$ gsutil mb gs://$PROJECT-$USER
# 実行 （エラーを吐く場合、Dataflow APIが有効か確認してください）

$ python wordcount.py --runner DataflowRunner \
  --project $PROJECT \
  --staging_location gs://$PROJECT-$USER/staging \
  --temp_location gs://$PROJECT-$USER/staging \
  --job_name $PROJECT-python-wc-$USER \
  --output gs://$PROJECT-$USER/output/word_count



[ビッグデータ] > [Dataflow] で確認する

コンソールで確認する



CloudShellより以下を確認

生成されたファイルを確認する

$ gsutil ls gs://$PROJECT-$USER/output
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00000-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00001-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00002-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00003-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00004-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00005-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00006-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00007-of-00009
gs://fukudak-playground-fukudak/output/word_count-00008-of-00009



参考

● Apache Beam - Python SDK
○ https://github.com/apache/beam/tree/python-sdk/sdks/python

● Stackoverflow - Google Cloud Dataflow
○ http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-cloud-data

flow

https://github.com/apache/beam/tree/python-sdk/sdks/python
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-cloud-dataflow
http://stackoverflow.com/questions/tagged/google-cloud-dataflow


Thank you


